
 
 
 
 
令和 3年 8月 10日（火）～12日（木） 

          【担当：松元 延行】 

４．課題を抱える青少年を支援する体験活動事業「生活・自立支援キャンプ」 

（１）児童養護施設やグループホームで暮らす子供たちのための事業 

 
 
 
 
 
 
１）事業の背景 

  子供の貧困率は年々上昇しており、国際的に見ても大変深刻な状態にあります。国を挙

げた対策が急がれる中、平成 25年 6月に「子どもの貧困対策の推進に関する法律」が成立

し、平成 26年 8月には「子供の貧困対策に関する大綱」（平成 26年 8月 29日閣議決定）

が取りまとめられ、国において総合的な取組が行われることとなりました。 

  このような国の動向を踏まえ、機構においては、平成 26年度から、児童養護施設、母子

生活支援施設及びひとり親家庭等の子供を対象に、経済的に困窮した家庭の子供の「生活・

自立」を支援し、生活習慣の改善や自己肯定感の向上につながる多様な体験活動の場を提

供することとし、本所でも子供の貧困対策事を実施してきました。 

本所のキャンプは、児童養護施設と連携して施設の子供たちを対象に実施する「わくわ

くチャレンジキャンプ（佐賀）」と、母子寡婦福祉会と連携し、ひとり親家庭の子供を対象

に実施する「わくわくチャレンジキャンプ（長崎）」の 2事業を企画しています。 

 

２）事業の趣旨 

  児童養護施設の子供たちが、自然体験を通じて基本的な生活習慣や自立する力を身につ

けるとともに、達成感や成功体験を積み重ねて自尊感情を高める一助とする。 

日常では経験することの少ないテント泊体験や沢登り等の自然体験、共同宿泊生活体験

を通じて、「早寝早起き朝ごはん」「家庭学習の習慣」といった基本的な生活習慣を身につ

け、炊事、洗濯、後片付けなどの生活力の向上を図る。 

 
３）目標 

① 自然体験や生活体験の中で自身ができた活動や、自分ができることを見つけることが

できる。 

② 自然の中で体を動かすことで体力の向上を図る。 

③ 早寝早起き朝ごはんなど、規則正しい生活を送ることができる。 

 

４）対象 
  社会福祉法人済昭園 児童・生徒及び職員 

 

５）事業の実施 

① 期日 

    令和 3年 8月 10日（火）～8月 12日（木） 2泊 3日 

 

わくわくチャレンジキャンプ（佐賀） 
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４．課題を抱える青少年を支援する体験活動事業「生活・自立支援キャンプ」 
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本所のキャンプは、児童養護施設と連携して施設の子供たちを対象に実施する「わくわ

くチャレンジキャンプ（佐賀）」と、母子寡婦福祉会と連携し、ひとり親家庭の子供を対象

に実施する「わくわくチャレンジキャンプ（長崎）」の 2事業を企画しています。 

 

２）事業の趣旨 

  児童養護施設の子供たちが、自然体験を通じて基本的な生活習慣や自立する力を身につ

けるとともに、達成感や成功体験を積み重ねて自尊感情を高める一助とする。 

日常では経験することの少ないテント泊体験や沢登り等の自然体験、共同宿泊生活体験

を通じて、「早寝早起き朝ごはん」「家庭学習の習慣」といった基本的な生活習慣を身につ

け、炊事、洗濯、後片付けなどの生活力の向上を図る。 

 
３）目標 

① 自然体験や生活体験の中で自身ができた活動や、自分ができることを見つけることが

できる。 

② 自然の中で体を動かすことで体力の向上を図る。 

③ 早寝早起き朝ごはんなど、規則正しい生活を送ることができる。 

 

４）対象 
  社会福祉法人済昭園 児童・生徒及び職員 

 

５）事業の実施 

① 期日 

    令和 3年 8月 10日（火）～8月 12日（木） 2泊 3日 

 

わくわくチャレンジキャンプ（佐賀） 

② 参加者 

   男女別・校種別内訳 

 男 女 計 

幼稚園児（年長）  2名 2名 

小学生 9名 5名 14名 

中学生 4名 4名 8名 

高校生 7名 3名 10名 

施設職員 4名 5名 9名 

計 24名 19名 43名 

 

③ 日程 

1日目 2日目 3日目 
   送迎 

10:00 開会式 

10:30 アイスブレイク 

12:00 昼食（弁当） 

13:00 テント設営 

16:00 夕食（野外炊事） 

20:00 入浴 

20:30 一日の振り返り 

21:30 暗闇体験 

（希望者のみ） 

22:00 就寝 

6:30 起床 

7:00 朝食（野外炊事） 

9:00 沢登り(コース選択) 

12:00 昼食（弁当） 

13:00 洗濯、勉強、リラッ

クスタイム 

17:00 夕食（野外炊事）、 

   入浴 

20:00 花火 

一日の振り返り 

21:30 就寝 

6:30 起床 

7:00 朝食（携帯食） 

8:00 清掃・片付け 

9:00 アイロンがけ 

10:00 全体の振り返り 

11:30 昼食（レストラン） 

12:30 閉会式 

13:00 出発 

14:00 陶芸絵付け体験 

16:00 解散式 

   解散 

 
④ 活動の様子 
【テント設営】 

今回のキャンプは、当所のキャンプ村の中でテント班毎に自由に好きな場所にテン

トを設営して、２泊３日を過ごす予定でした。しかし、事業実施期間において、大変

不安定な天候が続くことが予想されており、テント泊でキャンプを実施するか最後ま

で悩みました。 

キャンプ当日、児童養護施設から当所への移動時間において、３日間の天気予報や

実施可能な活動と天候によるプログラムの進行遅れの予想等を基に総合的に判断し、

結果として別館きじ棟での宿泊に変更しました。 

子供たちに、「宿泊棟内であれば好きな場所にテントを設営できる」と伝えましたが、

全ての班が畳の大広間にテントを設営しました。子供たちは、この３日間を快適に過

ごすことができるよう、力を合わせて各班のテントを張っていました。                                      

 

【暗闇体験】 

月や星の明かりがなければ、夜の森の中は漆黒の闇に包まれます。明かりのある生

活が当たり前の今、暗闇を知らない子供も多くいます。今回、希望者限定で暗闇体験

を行いました。林道の中、ペアを作り、引率者が迎えに来るまで静かにその場で待ち

ます。耳が慣れ木々や小動物の声が聞こえてきたり、夜目で少しずつ周りの景色が見

えてきたりと、鋭敏になる自身の感覚を体感していました。                                     
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【沢登り】 

今回のキャンプで子供たちも施設職員も一番楽しみにしていたのは、沢登りでした。

どの年齢の参加者も楽しめるよう、低学年向けと高学年向けの難易度別２コースに分

かれて沢登りを実施しました。子供たちは、夏でも冷たい水の中で、一生懸命ゴール

を目指して岩を登りました。当所及び施設職員のスタッフは、子供たちが安全に活動

できるよう、役割分担を行いサポートに徹しました。 

また、ただ沢を登るだけではなく、水遊びを通して水の冷たさを感じたり、沢蟹を

捕まえて川の生き物を観察したりと、多くの学びや発見ができるように随所で説明を

挟み、時間をかけて沢登りを楽しみました。                                   

 

【洗濯・アイロンがけ】 

養護施設での生活や、今後一人暮らしをした際に色々な家事能力が身に付けられる

ように、このキャンプでは、自分が着た服を洗濯して部屋に干し、翌日にアイロンが

けを行う活動を行いました。 

子供たちは、宿泊室の２段ベッドの間に洗濯ロープを張り、自分の洗濯物（Ｔシャ

ツとタオル）を干しました。 

翌日は、アイロンがけを行いました。普段、タオルを畳む手伝いをしている子供は

多く、手際よくタオルを畳んでいました。一方、アイロンがけは初めて行う子供が多

く、きれいに服のしわが伸びる様子を見て感動していました。                             

 

【掃除】 

当たり前のことではありますが、自分たちが使った活動場所の片付けも自分たちで

行いました。宿泊体験の乏しい子供たちは、片付けを後回しにしがちです。「時間の貯

金をしよう」を合言葉に取り組んできたキャンプだけに、掃除も協力して素早く行う

事ができました。その結果、その後の自由時間が増え、ゆとりをもって最終日を終え

ることができました。                                      

 

【陶芸絵付け体験】 

児童養護施設の周辺自治体には、有田町や波佐見町など陶芸が盛んな地域がありま

す。今回、そんな地域の特性を生かし、産業の一つである陶芸に関連した体験活動と

して、外部施設での陶芸絵付け体験を実施しました。 

参加者は、陶器の素焼生地に、藍色絵の具（呉須）で予め考えてきた好きな絵や文

字を、思い思いに描きました。 

絵付け後の素焼き生地は、施釉～焼成（仕上げ）の工程を経て、絵付け体験から約

２週間から１か月後に陶器として出来上がります。当所職員が、直接参加者へ手渡し

する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により県外移動の自粛等が

要請されたため郵送しました。                                      

 

６）評価 

① アンケート結果（キャンプ全体に対する満足度） 

満足 やや満足 やや不満 不満 

88％ 12％ 0％ 0％ 
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② 参加者の声 

  ・職員の力を借りながらも、自分たちでなんとか協力することができた。 

  ・できないと思っていたことでも、できた。大人になれた気がした。 

  ・まだチャレンジできていなかったことは、次回チャレンジしてみたいと思いました。 

・日頃生活している環境とはまったく違う環境で、子供たちがどういった考え方をする

のか、どんな考え方をするのかを見ることができて、より子供たちのことを知ること

ができたキャンプになりました（養護施設職員から）。 

・中学生や高校生は、日数を重ねるごとに自分たちでできることを率先して取り組んで

くれており、頼もしさを感じた。これからの進路や生活などで生かしてくれると嬉し

い（養護施設職員から）。 

 

７）成果と課題 

① 成果 

   連携先の児童養護施設とは、２年前から事業を連携して実施する準備をしてきました

が、一昨年度（令和元年度）は事業当日の豪雨で延期（日帰り）へ、昨年度（令和２年

度）は新型コロナウイルス感染症の感染拡大で中止を余儀なくされました。開催中止・

延期が続いたため、子供たちや職員の期待も高まっており、どの活動も全力で楽しんで

いました。今年度もコロナ禍で開催が危ぶまれ、様々な行事等が中止される中であって

も子供たちに体験活動を提供できたことは、成果であると思います。 

 

② 課題 

   児童養護施設とは事業の企画・立案時から連携していましたが、参加する施設職員全

員とは打ち合わせができていたわけではなく、事業実施時に、養護施設職員間における

意識に差が生じていました。忙しい中で準備を進めていても、事前に当日の参加スタッ

フ全員でのミーティングを設け、事業の共通認識と各スタッフの役割について、すり合

わせておく必要があります。 

 

③ 今後の展望 

   当キャンプは、生活・自立支援キャンプとして、本来参加者負担となる食費や保険代

等を含む全ての事業費を自然の家が負担し実施します。 

今回連携した児童養護施設とは、今年度を初年度としてあと２年間は生活・自立支援

キャンプを連携して実施します。今年度の成果と課題を踏まえ、次年度以降の事業をよ

り良くするための打ち合わせを重ねるとともに、３年後に連携施設が単独で子供ゆめ基

金の助成申請を行えるように助成金申請書類の記載方法を教授する等の支援を行ってい

きたいと考えています。 

また、青少年の貧困対策事業として、当機構が実施している「学生サポーター制度」

を周知し、児童養護施設に在籍する進路選択に悩む高等学校３年生の情報を共有したり、

児童養護施設が当所を利用する方法等を案内したりする等、児童養護施設の子供たちに

対する体験活動の機会の提供拡大にも尽力したいと考えています。 
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        令和 4年 1月 8日（土）～10日（月・祝） 

【担当：松元 延行】 

（２）ひとり親の家庭対象事業 

 
 
 
 
 
 
１）事業の背景 

  子供の貧困率は年々上昇しており、国際的に見ても大変深刻な状態にあります。国を挙

げた対策が急がれる中、平成 25年 6月に「子どもの貧困対策の推進に関する法律」が成立

し、平成 26年 8月には「子供の貧困対策に関する大綱」（平成 26年 8月 29日閣議決定）

が取りまとめられ、国において総合的な取組が行われることとなりました。 

  このような国の動向を踏まえ、機構においては、平成 26年度から、児童養護施設、母子

生活支援施設及びひとり親家庭等の子供を対象に、経済的に困窮した家庭の子供の「生活・

自立」を支援し、生活習慣の改善や自己肯定感の向上につながる多様な体験活動の場を提

供することとし、本所でも「生活・自立支援キャンプ」を実施してきました。 

本所のキャンプは、児童養護施設と連携して施設の子供たちを対象に実施する「わくわ

くチャレンジキャンプ（佐賀）」と、母子寡婦福祉会と連携し、ひとり親家庭の子供を対象

に実施する「わくわくチャレンジキャンプ（長崎）」の 2事業を企画しています。 

 

２）事業の趣旨 

  ひとり親家庭の子供たちが共同宿泊生活体験を通して、「早寝早起き朝ごはん」・「家庭学

習の習慣」といった基本的な生活習慣や、家庭で生かせる献立作りや調理法・栄養バラン

ス等の「食育」に関する知識・技能を身につけ、できる体験を積み重ねることで、自尊感

情を高める一助とする。 

 
３）目標 

① 共同宿泊生活体験を通じて、「早寝早起き朝ごはん」・「家庭学習の習慣」といった基本

的な生活習慣を身に付ける。 

② 家庭で生かせる献立作りや調理法、栄養バランス等の食育を身に付ける。 

③ できる体験を積み重ね自尊感情を高める。 

 

４）対象 
  島原市・南島原市・雲仙市・諫早市・長崎市・長与町・時津町・大村市・東彼杵郡・ 

佐世保市在住のひとり親家庭の小学生・中学生・高校生 40名程度 

 ※保護者・母子会役員の参加可 
 

５）事業の実施 

① 期日 

   令和 4年 1月 8日（土）～1月 10日（月・祝） 2泊 3日 

 

わくわくチャレンジキャンプ（長崎） 
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        令和 4年 1月 8日（土）～10日（月・祝） 

【担当：松元 延行】 

（２）ひとり親の家庭対象事業 

 
 
 
 
 
 
１）事業の背景 

  子供の貧困率は年々上昇しており、国際的に見ても大変深刻な状態にあります。国を挙
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くチャレンジキャンプ（佐賀）」と、母子寡婦福祉会と連携し、ひとり親家庭の子供を対象
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的な生活習慣を身に付ける。 

② 家庭で生かせる献立作りや調理法、栄養バランス等の食育を身に付ける。 

③ できる体験を積み重ね自尊感情を高める。 

 

４）対象 
  島原市・南島原市・雲仙市・諫早市・長崎市・長与町・時津町・大村市・東彼杵郡・ 

佐世保市在住のひとり親家庭の小学生・中学生・高校生 40名程度 

 ※保護者・母子会役員の参加可 
 

５）事業の実施 

① 期日 

   令和 4年 1月 8日（土）～1月 10日（月・祝） 2泊 3日 

 

わくわくチャレンジキャンプ（長崎） 

② 参加者 

   男女別・校種別内訳 

 男 女 計 

小学生 ９名 ３名 １２名 

中学生  １名 名  １名 

大人  ２名  ２名 

計 １０名 ５名 １５名 

 

③ 日程 

1日目 2日目 3日目 
   送迎 
10:00 開会式 
10:30 買い物会議 
12:00 昼食（弁当） 
13:00 買い物体験 
16:00 夕食（野外炊事） 
20:30 入浴、 

一日の振り返り 
21:00 就寝 

5:30 起床 
6:30 ご来光ハイキング 
8:00 朝食（レストラン） 
9:00 洗濯、勉強 

10:30 カラフル筆ペン 
アート体験 

12:00 昼食（レストラン） 
13:00 リラックスタイム 
15:00 お正月遊び選手権 
17:00 夕食（バイキング） 
19:00 たき火のつどい、 

星空観察 
20:30 入浴、 

一日の振り返り 
21:30 就寝 

6:30 起床 
7:00 朝食（レストラン） 
8:20 清掃・片付け 
9:00 アイロンがけ 
   家族への手紙 

11:30 昼食（レストラン） 
12:30 全体の振り返り 
13:00 閉会式 

送迎 

     

④ 活動の様子 
【買い物会議、買い物体験】 

ひとり親家庭の子供たちの自炊能力の向上を目的として、自らが食べる料理を考え、

必要な食材を購入し、実際に調理して食べるところまでの一連の流れをプログラムと

しました。 

参加者は事業担当が提示した「１汁３菜」を作るお題に対し、自分の料理レパート

リーを増やそうと、班で挑戦してみたい料理を考え、必要な食材や分量を書き出しま

した。午後からは実際にスーパーマーケットに行き、班の予算内に収まるように買い

物を行いました。自然の家に戻ってからは、レシピを見ながら作りました。 

予め指定された料理を作るのではなく、自分でレシピを考える活動であるため、班

で意見をまとめる時間こそ苦労していましたが、作る料理が決まった後は主体的に行

動し、積極的に調理をする姿が見られました。                                      

 
【ご来光ハイキング】 

1 月上旬の事業であり、正月行事に関連する自然体験活動を取り入れたいと、白木

峰高原でご来光を拝光する早朝ハイキングを行いました。出発時間の 6時 30分はまだ
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暗く、足元や野生の猪に遭遇しないよう周りを警戒しながら、夜明け前までに目的地

に着けるよう高原まで移動しました。精神的にも肉体的にも厳しく、何度も弱音を吐

いていた子供も、高原での朝焼けの景色に感動していました。                                     

 
【洗濯、アイロンがけ】 

今後のお手伝いの幅が広げられるように、このキャンプでは、自分が着た服を洗濯

して部屋に干し、翌日にアイロンがけを行う活動を行いました。 

子供たちは、宿泊室の２段ベッドの間に洗濯ロープを張り、自分の洗濯物（Ｔシャ

ツとタオル）を干しました。 

翌日は、アイロンがけを行いました。普段、タオルを畳む手伝いをしている子供は

多く、手際よくタオルを畳んでいました。一方、アイロンがけは初めて行う子供が多

く、きれいに服のしわが伸びる様子を見て感動していました。                                 

 
【お正月関連体験（お正月遊び選手権、他）】 

年始の事業として、お正月に関する活動を多く実施しました。「お正月遊び選手権」

と称して、羽子板、けん玉、諫早の文化・歴史を題材にした諫早かるたの３種目で、

個人・チームの得点を競いました。 

また、事業初日は同日程で、全国一斉書き初め大会が実施されており、「高校生の書

道パフォーマンス実演」を見学させてもらいました。翌日には、「カラフル筆アート体

験」、自然の家レストランの協力による「おせち料理実食体験」も行いました。参加者

からは「コロナで今年はお正月らしいことができなかったので、楽しかった」といっ

た声が聞かれました。                                      

 
【リラックスタイム（シエスタ）】 

早朝ハイキングを実施したことや、時間いっぱい活動を入れてしまうと、勉強時間

に集中できなかったり、活動中に疲労で思わぬけがにつながったりする恐れを考慮し、

早朝から活動を行った２日目の昼食後、リラックスタイムとして、２時間のシエスタ

（お昼寝）を行いました。 

大人の参加者は、１日目からの疲労を癒すことができ、「お昼寝なんて必要ない」と

豪語していた子供たちも、しっかりとお昼寝をすることで、その後の活動に集中して

取り組むことができました。事業を運営する側として、お昼寝を設定することに気が

引けますが、事業全体を考えると、効果の高いプログラムとなりました。                                      

 
【掃除】 

自分たちが使った部屋の片付けも自分たちで行いました。宿泊体験の乏しい子供た

ちは、片付けを後回しにしがちです。「時間の貯金をしよう」を合言葉に取り組んでき

たキャンプだけに、掃除も協力して素早く行う事ができました。その結果、その後の

自由時間が増え、ゆとりをもって最終日を終えることができました。                                      

 
【勉強・家族への手紙】 

家庭学習の習慣化を図るために、洗濯の時間と並行して勉強の時間を設け、冬休み

に入る前に出された学校の宿題を持ち寄り、学習室で勉強を行いました。 

また、３日目のアイロンがけの時間には、並行して家族宛に手紙を書く時間を設定

しました。親子で参加している参加者も、このキャンプの思い出やできるようになっ

たこと、日頃、口に出して言えない感謝の気持ち等を、手紙に記していました。                                 
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６）評価 

① アンケート結果（キャンプ全体に対する満足度） 

満足 やや満足 やや不満 不満 

100％ 0％ 0％ 0％ 

 

② 参加者の声 

   ・これからは家でも自分から何でもチャレンジして、できるようにがんばりたい。 

   ・初めての人でも、特徴をつかんだり、名前を覚えたりすることで、仲良くなれて友

達になれた。 

   ・これからがんばりたいことは、自分からお手伝いをすることです。 

・自然の中に過ごすことの大変さや良さが少しだけどわかった気がする。自分のこと

も見つめ直す良いきっかけになりました（参加保護者から）。 

 

７）成果と課題 

① 成果 

   当事業は、毎年継続して実施しており、この事業における交友関係もできています。

初めて参加した子供及び保護者も、ひとり親家庭という共通環境の参加者の中で、気兼

ねなく打ち解けあっていました。 

また、コロナ禍においても、これまで参加してきた子供たちが、参加者同士やスタッ

フと再会を果たして一緒に活動することで、コロナ禍における参加者のストレス軽減に

つながっていました。 

活動においては、精神的にも肉体的にも厳しかった冬季の早朝ハイキング中に、何度

も弱音を吐いていた子供も、高原での朝焼けの景色に感動し、事業中の様々な活動同様、

達成感を味わっていました。 

事業の計画を進める中で、同日程で行われた「全国一斉書き初め大会」との連携を行

い、高校生の書き初めパフォーマンス見学、カラフル筆ペンアート体験、おせち料理実

食体験など、お正月に関連した文化体験なども取り入れる事ができました。 

 

② 課題 

   今回、所外での活動（買い物会議～買い物体験）を取り入れましたが、スケジュール

の関係で１日目に計画して実施しました。しかし、参加者にとっては、集団の雰囲気が

醸成されていないため、難しい活動となりました。 

参加者が多数いた場合、大型バス借用費用が事業費を圧迫しないよう１日目に実施を

計画しましたが、今後、プログラムを計画する際には、事業目的に適う活動とそのため

に必要な予算をよく試算する必要があります。 

また、事業中の詳細な活動において、参加者の生活を踏まえる必要がある内容もあり

ました。参加者の生活実態や、時代の変化を踏まえて、活動内容も微修正する必要があ

ります（電子レンジを用いた時短調理の浸透、アイロンがけを行わない家庭の拡大） 

 

③ 今後の展望 

   当キャンプは、生活・自立支援キャンプとして、本来、参加者負担となる食費や保険

代等を含む全ての事業費を自然の家が負担するキャンプとして実施してきました。 

複数年継続してみて、参加者は、当事業のみを継続して参加する傾向にあることが分

かりました。その一因として、ひとり親家庭の経済状況が考えられます。 

 今後は、ひとり親家庭の子供であっても、自然の家が実施する他の教育事業へ参加で
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きるような仕組みづくりを考えていきたいと思います。 

また、課題を抱える青少年の自立を支援する取組として、社会一体となって、支援の

輪を広げられるように、母子寡婦福祉会を含め、各関係機関との連携を深めていきたい

と考えています。 

長崎県及び各市町母子寡婦福祉会には、事業成果の報告等を行い、事業趣旨を理解し

ていただき、来年度の当事業に対する支援を継続してもらいたいと考えています。また、

来年度は、隣県である佐賀県からも参加者を募るか検討しており、その際も、母子寡婦

福祉会内の横のつながりを期待しています。 

そして、母子寡婦福祉会を通して、各自治体の福祉課等とも連携の輪を広げ、今後も

我が国の青少年を取り巻く貧困問題に対して、横断的に協力して一丸となって取り組む

ための一助としたいと考えています。 
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 通年（繁忙期（3月下旬～4月末、7月下旬～9月末を除く） 

        【担当：大嶋 和幸】 

（３）不登校、引きこもり、ネット依存、ADHD 等発達障害や身体障害など課題を抱える青少年の支援事業 

 
 
 
 
１）事業の背景 

 文部科学省の調査では、「不登校児童生徒」とは、何らかの心理的、情緒的、身体的、

あるいは社会的要因・背景により登校しない、あるいはしたくてもできない状況（病気や

経済的理由によるものを除く）にあり、年間 30日以上欠席した者をいいます。 

 不登校、引きこもりについては、平成 25度度以降継続して増加傾向にあり、喫緊の課題

となっています。本所がある諫早市においても、全国平均は下回るものの、小学校で約 50

名（0.7%）、中学校で約120名（3.5%）の児童生徒が不登校の状態にあります。 

 諫早市では、不登校児童生徒の受け皿として「少年センター」内に適応指導教室を開設

していますが、ここに通うことができている児童生徒数は小学生が 2名前後（4%）、中学生

が 18名（15%）と、低水準にとどまっています。 

 少年センターでは、諫早市内の不登校、別室登校児童生徒（同センター通級生を含む）

を対象に、本所を利用した体験活動プログラムを実施しています。多くの通級生が本所で

の活動を楽しみにしており、通級生以外の児童生徒も参加しています。そのことから、不

登校児童生徒の学校復帰への架け橋としての本所への期待は大きいものがあります。 

 そこで本所では、学校や適応指導教室へ通うことができない児童生徒やその保護者を対

象に、本所での自然体験活動プログラム等を提供し、家の外で活動すること、他者と交流

することの楽しさや達成感を感じさせることで、子供たちの自己肯定感、自己有用感、新

しいことに挑戦する意欲を高め、学校や適応指導教室へ通学できるように支援することを

目的とした新たな事業を開発することとしました。 

 

  【学校復帰までの道筋】 

   
 

２）事業の趣旨 

 自然の家での様々な体験活動を通して、不登校、引きこもりなどの課題を抱える青少年

に自然体験活動の楽しさや達成感を感じさせ、自己肯定感や自己有用感を高める。また、

他者との交流や自然の家での規則正しい生活を通して、基本的な生活習慣づくりのきっか

けとする。 

不登校・引きこもり等の課題を抱える青少年の支援事業 
「諫早自然の家にきてみんね！」 
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  【事業の趣旨】 

   
 

３）目標 

① 自然の家で様々な体験活動を楽しむことで、家の外での活動に対する意欲を持つこと 

  ができる。 

② できる体験を繰り返すことで、達成感を味わい、自己肯定感、自己有用感をもつこと 

   ができる。 

③ 本所職員やボランティア等との関わりを通して、他者と交流することの楽しさを感じ 

   ることができる。 

 
４）対象 

  諫早市内の不登校、引きこもり等の課題を抱える児童生徒及びその保護者 

  各回１家族または１グループ 

 
５）協力団体 

① 諫早市教育委員会 

② 諫早市小学校校長会、中学校校長会 

③ 諫早市少年センター 

④ 諫早市 PTA連合会 

⑤ 諫早市民生委員児童委員協議会連合会 

⑥ 長崎県立こども医療福祉センター 

⑦ 県央保健所 

 

  【協力団体相関図】 
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  【協力団体相関図】 

   
 

６）事業の実施 

① 参加者及び実施日 

    参加者（諫早市内中学校 1年生女子及びその母親） 

 日付 内 容 

 11月 8 日（月） 自然物（どんぐり、松ぼっくり）を使ったクラフト活動 

 11月 19日（金） リースづくり 

 11月 26日（金） 葉っぱのスタンプ（エコバックづくり） 

 12月 4 日（土） 焼き芋 

 12月 13日（月） ウォークラリー 

 12月 24日（金） クリスマス会（カードゲーム） 

  1月 15日（土） カードゲーム 

  1月 22日（土） 火起こし体験（まい切式火起こし器、ファイアスターター） 

  2月 27日（日） カラフル筆ペンアート 

 

② 活動の様子（※本人及び保護者の意向により、写真の掲載なし） 

 11 月 8 日（月） 【自然物（どんぐり、松ぼっくり）を使ったクラフト活動】 

  本所が事前に準備したどんぐりや松ぼっくりを使って、自由にクラフト活動を行いま

した。女性スタッフが 1対 1で対応していることもあり、安心した様子で活動していま

した。本人も保護者ももう一度参加したいとの意向があり、次回の日程を調整して活動

を終えました。 

 
11 月 19日（金） 【リースづくり】 

  参加者はものづくりが得意ということで、本所に残っていた材料を使って、リースの

飾りつけを行いました。大人数の集団や男性との接触が苦手なので、今回は他団体との

接触を避けるために室内での活動としましたが、次回は他団体がいない日に屋外の活動

を行うよう調整をしました。 

 
11 月 26日（金） 【葉っぱのスタンプ（エコバックづくり）】 

  本所の別事業で好評だった「葉っぱのスタンプ」を実施しました。これまで拒んでき

た屋外で活動（スタンプの材料集め）を初めて行いました。退所時には男性職員もいる

事務室に来室できるまでになりました。 

 
12 月 4 日（土） 【焼き芋】 

  本格的な屋外での活動として、環境学習館上の営火場で焼き芋づくりを行いました。

同じ女性スタッフとの 4回目の活動であり、焚き火を囲むというシチュエーションも手

伝って、学校のことなどを話すことができるようになりました。その中で「昨日、短時

間だけど学校に登校できた」と話していました。 

 
12 月 13日（月） 【ウォークラリー】 

  屋外での活動の幅を広げることや、負荷の高い活動を行うことによる達成感を味わっ

てほしいという願いから、ウォークラリーを実施しました。「疲れた」と話す参加者の

表情は明るく、最後まで外で元気に活動を行うことができました。 
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 12 月 24日（金） 【クリスマス会（カードゲーム）】 

  関わりを持つことができるスタッフの人数を増やすことを目標に、新たに女性スタッ

フを加え、「クリスマス会」と称して、屋内でカードゲームを行いました。初対面のス

タッフを前にして、はじめは緊張した面持ちでしたが、すぐに打ち解け、会話をしなが

ら楽しく活動することができました。次回も複数名のスタッフと活動を行うよう打合せ

をして、活動を終えました。 

 
1 月 15日（土） 【カードゲーム（諫早かるた等)】 

  参加者の不登校の経緯や家での様子について保護者から話を聞くために、母子別の活

動を提案しましたが、参加者が拒否したため断念しました。本人は、学校の様子などを

自分から話すようになりました。また、最近は午後から学校に行くことができており、

本所での活動を 2月から月 1回程度に変更することになりました。帰り際に、本所の男

性職員と今日の活動や次回の内容等について初めて会話することができました。 

 
1 月 22日（土） 【火おこし体験】 

  まい切り式火起こし器とファイヤースターターを使って、火起こし体験をしました。

まい切式火起こし器では、火を起こすまで至りませんでしたが、できないことを達成し

たいという思いが強く、疲れていても何度も挑戦する姿が見られました。職員の異動に

より、次回から別の女性スタッフが対応することになることに少し不安を抱えているよ

うでした。 

 
2 月 27日（日） 【カラフル筆ペンアート】 

  本所の事業で好評だったカラフル筆ペンアートを行いました。制作活動が好きなこと

もあり、職員と一緒に集中して作品を作り上げていました。活動の最後に、次回から対

応する新しいスタッフとの顔合わせを行い、緊張しながらも挨拶を交わすことができま

した。 

 

７）評価 

① アンケート結果（キャンプ全体に対する満足度） 

満足 やや満足 やや不満 不満 

100％ 0％ 0％ 0％ 

 
② 参加者、保護者、紹介者の声 

   ア．参加者 

    ・(自然の家の活動は)楽しいからまた来たい。楽しいことなら何でもやってみたい。 

 

   イ．保護者 

    ・ここでは、子供は楽しそうで、他の場所に比べて口数が多かった。 

    ・自然の家に来たこと（本事業に参加したこと）が家を出るきっかけとなり、登校意

欲が高まり、通学につながりました。 

    ・今後、本人が希望すれば、(不登校児童・生徒対象の、複数人が参加する)キャンプ

にも参加させたいです。 
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   イ．保護者 
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    ・今後、本人が希望すれば、(不登校児童・生徒対象の、複数人が参加する)キャンプ

にも参加させたいです。 

 

 

   ウ．紹介者（諫早市少年センター） 

    ・センターにはなじめなかったが、（自然の家での活動を通して）学校に通えるように

なったことに喜びと驚きを感じている。改めて自然体験活動の効果の高さを感じま

した。 

 

８）成果と課題 

① 成果 

   ・家から全く出られず、不登校、ひきこもり状態にあった参加者が、本事業に繰り返

し参加することによって、短時間であるが毎日学校に登校できるようになりました。 

  ・ 大人数の集団や男性との接触が苦手だった参加者が、本事業で達成感を味わうこと

で、挑戦しようという気持ちが高まり、男性職員が在室する事務室に来室できるよ

うになりました。 

  ・当初はスタッフの質問に答えられず固まってしまっていた参加者が、本事業で同じ

スタッフと接することで、新たな人間関係を構築し、自分のことを素直に話せるよ

うになりました。 

   ・自然体験活動が青少年の自己肯定感の高揚につながることを、本事業を実施したこ

とで実例を通して再確認することができました。 

 

  ② 課題 

   ・今年度は新型コロナウイルス感染症の流行等の影響もあり、参加者した生徒は 1名

にとどまりました。今後、不登校や引きこもりに悩む児童・生徒及びその保護者に

向けた効果的な広報の方法を構築し、参加者を増やしていく必要があります。 

   ・参加した 1名以外にも本事業の趣旨に賛同し、子供を参加させたいと思う保護者が

いましたが、本所までの交通手段を確保できず断念した家庭や、子供を説得できず

当日になって参加を断念する家庭がありました。本所までの一歩を踏み出させるこ

との難しさを感じました。 

   ・今年度は繁忙期を除いて実施することとしたが、参加者が継続参加を希望した場合、

繁忙期の実施も検討する必要があります。本事業の参加者はその特性上様々な制約

があるため、他の利用者との調整が難しくなる恐れがあります。 

 

  ③ 今後の展望 

   ・今後も不登校、引きこもりに悩む児童、生徒や保護者に寄り添った活動を続けてい

きたいと思います。その際、最初の一歩を踏み出すまで（本所に来所するまで）、本

所職員がどこまで手を差し伸べるべきか、関係機関と連携を取りつつ、検討を重ね

ていくことを考えています。 

   ・次年度以降、不登校児童・生徒の情報を持つ諫早市教育委員会、少年センターとの

連携を密にし、事業を継続する予定です。 

   ・今年度、対象を諫早市内に限定して実施しましたが、協力団体の中に、諫早市外の

児童生徒を受け入れている医療施設等があるため、対象範囲の拡大も検討していき

たいと思います。 
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 令和 3年 10月 2日（土） 

   【担当：和泉 志帆・望月 聡・大嶋 和幸】 

５．グローバル人材の育成を見据えた国際交流事業 

（１）国内での国際交流事業 

 
 
 
 
１）事業の背景 

 新小学校学習指導要領（平成 29年 3月告示）において、中学年に外国語活動、高学年に

外国語科が導入されました。外国語活動の目標 1-（1）には、「外国語を通して、言語や文

化について体験的に理解を深め、日本語と外国語との音声の違い等に気付くとともに、外

国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむようにする」と明記され、外国語活動での体験学

習の重要性が示されています。また、当機構の令和 3年度教育事業等方針においても、青

少年に係わる国の政策課題として、異文化理解の増進を図ることが取り上げられています。 

 本所では、平成 30年度から諫早市教育委員会の委託を受け、小学校中学年を対象として、

1泊 2日のイングリッシュキャンプを実施してきました。 

 しかし、今年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえ、日帰りで実施しました。 

 

２）事業の趣旨 

自然の中で、英語を聞いたり話したりする活動を通して、外国人との交流や英語による

コミュニケーションの楽しさを実感させる。 
 
３）目標 

① 英語を用いて、主体的にコミュニケーションを図ることの楽しさや大切さを知る。 
② 英語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに、日本語との違いを知り、言葉の面白

さや豊かさに気付く。 
 
４）対象 

  諫早市内の小学 3～4年生 

 
５）事業の実施 

① 期日 

   令和 3年 10月 2日（土） 

 

② 参加者 

   諫早市内全 28校のうち 10校から 29名が参加 

 男 女 計 

３年生 9 13 21 

４年生 4 3 8 

合計 13 16 29 

諫早市教育委員会委託事業 

「イングリッシュキャンプ」 
 ～野外であそびながら英語を学ぼう～ 
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③ 外部講師・補助スタッフ等 

   外部講師：諫早市の ALT 5 名（運営協力：諫早市教育委員会学校教育課 6名） 

   補助スタッフ：鎮西学院大学 現代社会学部外国語学科学生 6名 

 

④ 日程 
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⑤ 活動の様子 
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西学院大学の学生たちと一緒に屋外でビンゴゲームを行いまし

た。自然の中を散策しながら、様々な色や形を探します。 

子供たちは、求める色や形を見付けると、その形を英語で表

現しながら、仲間と喜びを分かち合っていました。 
  

 
 

【葉っぱのスタンプ】 

 自然の中から集めてきた葉っぱなどの自然物を使用し、エコ

バッグにスタンプをしました。 

 子供たちはこれまでの活動で学んだ色や形の英語を使いなが

ら、オリジナルの作品を作り上げました。 

  

 

【振り返り・終わりの会】 

 お別れの時間です。最後に、葉っぱのスタンプで使った色を

英語で表現しながら作品の発表会をしました。 

 一緒に活動した ALT、諫早市教育委員会の先生方、スタッフ

の見送りの中、子供たちは笑顔で帰宅の途につきました。 
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６）評価 

① アンケート結果（キャンプ全体に対する満足度） 

満足 やや満足 やや不満 不満 

90％ 10％ 0％ 0％ 

 
② 参加者の声 

  ・できるだけ英語を話しました。少し難しかったけど、楽しかったです。 

  ・いろんな物を英語で言うのは難しかったけど、とても楽しく思えた。 

  ・英語がもっと話せるようになった。友達と話すことがたくさんできた。 

  ・英語で名前や好きな食べ物を言うことを頑張った。  

  ・英語はいろいろな人とふれあえるから、もっと英語を勉強したい。 

  ・もっと英語を覚えたい、話したい。 

  ・形の英語を言って、形を（ロープで）作ることが難しかったけど、みんなの力をあ

わせて頑張りました。 

 

７）成果と課題 

① 成果 

   当所は本事業の委託元である諫早市教育委員会から助言をもらい、小学３・４年生の

英語教科・領域に関連付けた活動を企画し、実施することができました。 

子供たちに、外国人との交流や、ネイティブな英語表現を体験してもらうために、今

年度は鎮西学院大学現代社会学部外国語学科に依頼し、留学生や英語を勉強している大

学生 6名の協力を得ることができました。大学生たちは ALTと一緒に、班活動をサポー

トしました。子供たちは英語でじゃんけんをしたり、外国の挨拶に触れたりすることで、

楽しみながら自然に英語を話すことができました。 

   活動中、英語を使って色や形を表現することや、分からないことがあれば尋ねるなど、

積極的に英語を使おうとする子供たちの姿が多くみられたことから、目標を達成するこ

とができたと考えます。 

 

② 課題 

 今年度は日帰り 1日での実施であったため、英語活動の時間を十分に確保できません

でした。英語に慣れ親しむという点では、日常生活の中で英語を活用し、身近に体感し

てほしいので、1拍 2日が望ましいと考えます。 

今後、宿泊で企画する場合、ALTの勤務時間の制限があるため、2日間の帯同は難しく、

外国人の確保が課題だと考えております。 

 

③ 今後の展望 

今年度は、大学生が子供たちのサポートをしました。今後は、法人ボランティアの登

録を促し、企画段階から事業運営に参画し、主体的に子供たちに関われるように支援し

たいと思います。 

また、十分な英語活動を提供するために、大学生のみならず市内在住の外国人や、英

語教室などの職種の協力を仰ぐなど、外国人の確保を考えていきたいです。 
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６．青少年教育指導者等の養成・研修事業 

（１）青少年指導者等の養成・研修事業 
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自然体験活動指導者( NEALリーダー)養成研修 
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